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1  は  し め  に

現在,草地及び畑地土壌中の全加里の定量は,フ ッ化水

素酸分解法
2)が

用いられているが,分析環境が整備されて

いない実験室では,本分析法の普及に限界がある。

そこで東北地域各県農試から要請もあり,耕地土壌の診

断法として全加電定量の迅速化について検討を加えた。

2試 験 方 法

(1)供試土壌 :表中に示した。

●)装置: 島津 Libror E D-200型 電子天秤 ,池田

MF0400N型マッフル炉 ,日立17050型 原子吸光測光装

置及び市販ホットプレート(約250℃ 以上となるもの )。

●)試薬液の調製

1)H2SO`液  水約 05′ に濃硫 酸 (H2S04)250
″を溶解し放冷後,メ スシリンダーを用いて水 1′ として

用いた。

2)塩化ランタン液 特級塩化ランタン(LaC]3・ 7H2

0)535′ を水及び塩酸 (HCl)420″ に溶か しメスシ

リンダーを用いて,水で 1′ として用いた。

3)標準液 特級硫酸カリウム (K2S04)を 105℃ 24

時間で加熱乾燥 し,185夕 を 1′ 定容フラスコに採り水で

溶解 し標線まで水を加え調製 した (K201“ /膨 )。

4)そ の他の試薬,特級試薬を用いた。

●)分析操作①Na2C03溶 融法 , あらか じめ薬包紙に

5夕 の炭酸ナ トリウム (Na2C0 3)を採 り,そ の約 1タ

を30彬 ニッケル増蝸の底に敷き,次にメ′ウ製乳鉢に炭酸

ナ トリウム約 1夕 及び風乾土 (2饉全通 )050夕 を正確に

採り良く摺り合わせてから増塙に移す。再び炭酸ナ トリウ

ム約 1夕 を乳鉢に採り摺り合わせて増蝸に移す。この炭酸

ナトリウムのみ乳鉢で摺り増場に移す操作を 3回繰 り返す。

増場に蓋を載せて増塙台 (手製,ス テンレス製,マ ッフル

炉内 8割 の大きさ,場合によっては 2段 重ねも可 )の穴

の内に入れて,マ ッフル炉へ導入した。マッフル炉内温産

を徐々に上昇させて ,900℃ 30分間加熱 した後 ,直 ちに

炉外で放冷した。あらかじめ重さを計量した200‐ tFビ ーカー

Iし れヽ時計皿で覆|ヽ,増塙内へ硫酸液12膨添加し熔融物質を

溶解 した。熔融物質が増鍋より遊離したら増鍋及び蓋をガ

ラス棒を用いて取り出し水洗いした。 (溶解が困難な場合

は熱板上約100℃ で加熱溶解する )。 次に電子天秤を用い

て正確に水で50～ 100′ に液量を調整 した ,よ く混合 し上

澄液を試料液とした。②定量
4,:試

料液の一定量を100"

定容フラスコに正確に採り,塩化ランタン液約10″を添加

したのち標線まで水を加え,原子吸光分析装置で加里を測

定した。なお,標準液は試料液中の加電濃度に合わせて正

確に調整し,試料液の測定条件と同一にして測定した。こ

のように作製 した検量線より,試料中の加里全量を求めた。

表 1 各定量法による各種ILa中の全加里定量

(乾土K20%/100′ )

Na 土壌名

色

赤 色 土
黄 色 土
灰色低地土
黒 ボ ク土

砂丘未熟土

注. 採土地,NQ l,2:沖 縄県石垣市,NQ3:愛知県豊橋
市,NQ 4:埼玉県川越市,NQ 5:茨城県谷田部町,

M6:埼玉県北本市,NQ 7:東京都北区西ケ原,Nll
8:千葉県大綱白里町,Nll':宮城県岩沼市,Nt1 10
:東北農試厨川構内
ケイ光X線法,農業環境技術研究所コロイド研究室
による。

表 2 HC104 H2S04分 解法による加里の分画定量

(牡 K20ワ/100夕 )

注 供試土壌 :表 1

計算法 :C=A ttB,A'=A/DX 100,
B'=B/DX 100, C'=C/D X 100
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3 結

(1)各定量江 よる各種土壌中の全加里定量:過塩素酸―

硫酸3),硝酸―過塩素酸加熱分解
5),炭

酸ナトリウム熔融う

及びケイ光X線法
6)に

よる全加里定量結果を表 1に示し

た。各定量値を比較すると,炭酸ナトリウム熔融法が高く,

次いでケイ光X線法,過塩素酸―硫酸法,硝酸―過塩素酸

法であった。相関が最も高い定量法間は,炭酸ナ トリウム

熔融法とケイ光X線法であり,r‐ o992,回帰係数0976,

ケイ光XttK20~235暉/1007(乾 土 ),R=K2004～ 3

%, n‐ 10を示した。

●)過塩素酸・硫酸加熱分解法による全加里の分画定量 :

表 2に示 したが,酸可溶性加里と残澄中加里の合量は,炭
酸ナ トリウム熔融法との相関は極めて高く,r=o99,回
帰係数104,回帰定数は誤差の範囲となった。酸可溶性部

分が70%以上となる試料は,暗赤色土,赤色土.灰色低地

上及び厩肥であった。残漕部分が50%以上となる試料は
,

黒ボク土,砂丘未熟土及び泥炭土であった。

表 3 分析精度       (乾 土K20%/100′ )

Sx CV

HC104■ 2S04分解

表 4 厩肥施用による土壌中全加里定量値の変動

注_処理 :厩肥/10α二年間施用量 経年数 :約 8年
飼料用 トウモロコン,厨川人工圃場

4 ま  と  め

草地及び畑地土壌中の全加里の迅速定量法として,従来

と異なり試料05夕 と炭酸ナ トリウム 5夕 をニッケル増鳩

に採り,ス テンレス製増塙台に組み入れ,マ ッフル炉にて

,00℃ 30分間加熱,硫酸液に溶解 し,塩化ランタン添加

後,原子吸光測定法で濃1定すれば十分であった。また,日

的によっては,過塩素酸・ 硫酸加熱分解法が偵察分析法と

して役立つと考えられる。
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( )内 :Na2C00熔融法に対する比率

(0分析精度:表 3に示したとおり炭酸ナトリウム熔融

法のCv%が一番小さく4～ 7%であった。次に酸可溶性

加里の又と残漕のSxを比較すると,いずれも,酸 可溶性

加里が多い。

“

)厩肥連用土壌の全加里分画 :表 4に示したように
,

いずれの供試土壌においても,酸可溶性と残澄中加里のSx

を比較すると,酸可溶性加里の値が大きかった。

(乾土 K20%/100′ )
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